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「
小
学
生
」「
中
学
生
」の
各
部
門
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
朗
読

が
行
わ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
大
田
原
し
ぐ
さ
で
思
い
や
り
の
あ
る

　

町
に
」

　
　

市
野
沢
小　
　

５
年　

舩
山
明
夕
歌

○
最
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
私
の
願
い
」

　
　

黒
羽
中　
　
　

２
年　

岩
井　

美
月

○
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
屋
台
祭
り
に
参
加
し
て
」　

　
　

大
田
原
小　
　

６
年　

村
中
優
里
子

　
「
生
き
物
調
査
に
参
加
し
て
」

　
　

親
園
小　
　
　

６
年　

河
崎　

莉
奈

　
「
住
み
よ
い
大
田
原
市
の
た
め
に
」

　
　

奥
沢
小　
　
　

５
年　

熊
倉　

慎
吾

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」

　
　

金
丸
小　
　
　

３
年　

岡
山
菜
津
希

　
「
も
っ
と
す
て
き
な
大
田
原
に
」

　
　

佐
久
山
小　
　

６
年　

石
﨑　

夏
美

　
「
大
好
き
な
片
田
の
自
然
」

　
　

片
田
小　
　
　

５
年　

高
梨　

綾
子

　
「
美
し
い
環
境
の
た
め
に
」

　
　

両
郷
中
央
小　

６
年　

渡
辺　
　

茜

○
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
お
囃
子
の
音
色
」

　
　

若
草
中　
　
　

３
年　

相
馬　

淳
志

　
「
き
れ
い
な
街
大
田
原
に
」

　
　

佐
久
山
中　
　

１
年　

宇
田　

真
広

　
「
わ
が
家
の
健
康
づ
く
り
」

　
　

湯
津
上
中　
　

３
年　

郡
司　

裕
奈

　
「
み
ん
な
が
被
害
者
」

　
　

黒
羽
中　
　
　

３
年　

小
谷　

萌
子

　

市
民
の
皆
様
に
、
市
民
憲
章
を
正
し
く
理
解
し
、
「
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
精
神
」
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
「
第
23
回
市
民
憲
章
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
憲
章
は
「
緑
と
光
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
平
和
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
大
田
原
市
民
の
「
道
し
る

べ
」
と
し
て
昭
和
49
年
11
月
１
日
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
お
よ
び
最
優
秀

作
品
の
朗
読
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
の
ほ
か
「
大
き
な

視
野
で
考
え
学
ぶ
〜
国
旗
で
わ
か
る
世
界
の
文
化
と
歴
史
〜
」
と

題
し
、
吹
浦
忠
正
氏
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に

市
民
憲
章
推
進
大
会
に
ご
参
加
を

市民憲章推進大会日程

　
　
大
田
原
市
民
憲
章

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え

　
　
　
大
田
原
を
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
　
よ
い
風
習
を
そ
だ
て

　
　
　
大
田
原
を
文
化
の
高
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
心
身
を
き
た
え
　
仕
事
に
は
げ
み

　
　
　
大
田
原
を
豊
か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
若
い
力
を
そ
だ
て
　
と
し
よ
り
を
う
や
ま
い

　
　
　
大
田
原
を
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
き
ま
り
を
守
り
　
な
ご
や
か
な
家
庭
を
つ
く
り

　
　
　
大
田
原
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

10 月 30 日（土）
市総合文化会館

市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

●日　時　10 月 30 日（土）　　　午後１時～４時
●場　所　総合文化会館ホール
●内　容
・ 開会行事　　　　　　　　　　午後１時 00 分～１時 10 分
・ 審査結果報告　　　　　　　　午後１時 10 分～１時 20 分
・ 市民憲章に関する作文の表彰　午後１時 20 分～１時 40 分
　 花いっぱいコンクール表彰
 　緑化顕彰表彰
・ 作文発表　　　　　　　　　　午後１時 40 分～１時 50 分
・ 海外派遣生徒体験発表　　  　 午後１時 50 分～２時 10 分
・ 講演会　　　　　　　　　　　午後２時 20 分～３時 50 分
・ 閉会行事　　　　　　　　　　午後３時 50 分～４時 00 分

昨年の作文発表昨年の作文発表
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　【
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
部
】

○
最
優
秀
賞　

　

寺
町
自
治
公
民
館（
大
田
原
東
）

○
優
秀
賞

　

経
塚
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

【
花
壇
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

河
原
自
治

　

公
民
館

　
（
金
田
北
）

　 

○
優
秀
賞

　

大
輪
自
治
公
民
館（
両
郷
）

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

浅
野
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

○
優
秀
賞

　

北
区
自
治
公
民
館（
黒
羽
）

【
家
庭
緑
化
の
部
】（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞

　

鈴
木　

正
一（
本
町
）

○
最
優
秀
賞

　

戸
村　

礼
三（
黒
羽
向
町
）

○
優
秀
賞

　

酒
井　

庄
作（
奥
沢
）

【
団
体
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

湯
津
上
中
学
校

【
企
業
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

全
薬
工
業
株
式
会
社　

栃
木
工
場

　
（
寒
井
）

・
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
派
遣
中
学
生

・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
市
派
遣
高
校
生

○
演　

題

　
「
大
き
な
視
野
で
考
え
学
ぶ
〜
国
旗
で

　

わ
か
る
世
界
の
文
化
と
歴
史
〜
」

○
講　

師　

吹
浦　

忠
正　

氏

　
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係　

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

10
月
24
日
（
日
）
に
、
大
田
原
市
消
防
団

通
常
点
検
を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、
同

日
午
前
７
時
に
、
市
内
全
域
で
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴（
１
回
15
秒
）を
行
い
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課
総
務
消
防
係

　
　
　
（
２
２
）３
０
０
４

　　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
に
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

須
藤　

敦
子　

氏（
新
任
・
須
賀
川
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

何
陋
塾
は
、
平
成
20
年
10
月
に
、
論
語
の

素
読
を
通
じ
て
品
格
や
誇
り
を
育
て
よ
う

と
始
め
ら
れ
、
論
語
か
ら
１
０
０
編
を
選

ん
だ
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
講
座
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
完
読
を
記
念

し
、
市
総
合
文
化
会
館
に
て
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
に
は
、
郷
学
研
修
所

所
長　

荒
井
桂（
か
つ
ら
）氏
を
招
き
、「
今

な
ぜ
論
語
を
読
む
の
か
〜
心
を
耕
す
風
土

〜
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
２
２
０
名

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、荒
井
氏
は
、「
12
、13
歳
ま

で
の
記
憶
力
が
良
い
時
期
に
、
意
味
が
分

か
ら
な
く
て
も
、
素
読
を
通
じ
て
、
論
語
を

覚
え
る
こ
と
は
人
生
の
財
産
に
な
る
」、

「
心
を
耕
し
、
人
を
育
む
こ
と
が
国
家
と
し

て
一
番
大
事
で
あ
り
、
戦
後
教
育
で
軽
ん

じ
ら
れ
た
心
の
教
育
を
や
り
直
す
に
は
論

語
の
素
読
が
適
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
講
座
で
学
ぶ
小

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
14
名
が
論

語
素
読
を
披
露
し
、
13
編
の
論
語
を
見
事

に
暗
唱
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

緑
化
顕
彰
表
彰

講
　
演
　
会

海
外
派
遣
生
徒
体
験
発
表

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

消
防
団
通
常
点
検
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

何
陋（
か
ろ
う
）塾
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
）小
学
生
に
よ
る

　
　

論
語
素
読

（
右
）講
演
を
行
っ
た

　
　

荒
井
桂
氏

す
ど
う      

あ
つ
こ

河原自治公民館
の花壇
河原自治公民館
の花壇
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